
特集 企業間取引を変革する日立VANサービス
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日立VAN通信センタ 24時間･365日体制で,ネットワークの監視･管理とともにユーザーからの各種問

い合わせに対応している｡

目立製作所は,通信機器･コンピュータのハード

ウェア･ソフトウェア提供者およびシステムインテ

グレータとしてだけでなく,総合資材二取引に代表さ

れる利用者側という立場から,VAN事業者として

さまざまなノウハウの蓄積を生かし,業界VANへ

の対応をはじめ各種VANサービスを提供してき

た｡

近年,企業間取引を標準ビジネスプロトコル･標

準通信プロトコルに基づくEDI(Electronic Data

Interchange:電子データ交換)で行い,伝票の削

減および多くの企業との連携を実現しようとする企

業･業界が相次いでいる｡EDI実現には,ネットワ

ークを持ち,ソフトウェア開発力･ネットワーク技

術ノJ･運用体制などが確立されたVAN利用が便利

である｡

日立VANでは,全国にわたるアクセスポイント

を設置して利用しやすいネットワークを構成し,各

企業でのEDI化の積極支援をはじめとした総合サー

ビスを提供するとともに,ネットワーク運用では信

頼性･安全性･機密性には特に留意し,ネットワー

ク監視による障害時の迅速な対応,ヘルプデスクに

よるサービス向上などに努めている｡

*H立製作所情報システム開発本部第一柱情報処理技術者 **日立製作所情報事業本部

***株式会社[は情報システムズ湘南システム本部特種情報処理技術者 ****株式会社日立情報ネットワーク第二事業部
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山 はじめに

当初VANは通信回線の効率的な利別,プロトコル変

換･通信速度変検･メディア変換などの整合手段および

受発注データなどの集配信といった通信処理･情報処理

のサービス提供から始まった｡もちろん現時点でもこれ

らのニーズは強いものの,近年｢情報+を第凹の経営資

源としてとらえ,戦略的な情報システムか企業†‾とき残り

のための必須(す)要件になるに従い,ユーザーのVAN事

業者に対する期待･要求が変わってきた｡すなわち,SIS

(戦略情報システム)構築のため,当初の企画･立案の段

階からシステム構築･運用に至るまで,一貫してVAN事

業者などの外部システムを効果的に利用しようとしてい

ることである｡

またその内呑も,高速･大容量の広域通信,音声･デ

ータ･画像などのマルチメディアの実現,マルチベンダ

によるオープン化システムへの対応などがVAN事業者

に求められている｡

ここでは日立VANの構成について述べる｡

8 日立VANの特長

2.1日立グループの総合力を結集

｢J立VANの特長は,多種多様な分野のサービスを通じ

て蓄積した技術･ノウハウ･マネジメントカを結集し,

総合的なサービスを提供している点にある｡

(1)一貫したシステムサポート

オンラインシステムを含め,VANシステムを有効に利

川してもらうため,各専門のシステムエンジニア･技術

部こよってシステムの分析から評他に至るまでトータル

で一貫したシステムサポートを提供し,各種ニーズ･問

題点の解決に応じている(図1)｡

システム分析

システム計画

システム設計

構 築

テスト

移 行

運 用

評 価

図l システム構築の行程 日立VANでは,システム分析から

評価に至るまで一貫してシステムサポートを行っている｡
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(2)幅広いVANの形態をサポート

(a)個別VAN

(b)業界･業際VAN

(c)企業内VAN

(d)グループ内VAN

(e)巽企業間VAN

(f)地域VAN

(g)全国VAN

(h)出際VAN

(3)多様なニーズにこたえるサービス内容

社団法人日本電子機械工業会の設定するビジネスプロ

トコル｢EIAJ(ElectricIndustries Association ofJapan)

取引情報化対応標準+に準拠した資材VAN,首都圏の卸

売業者と小売店との間のEOS(Electric Ordering Sys-

tem)を実現するベンサムVAN,損害保険会社とその代

理店を結ぶAG-VAN(損保代理店VAN)をはじめ地方

観光情報ネットワークシステム,データベースアクセス

川ゲートウェイサービスなどといったものまで,幅広い

ニーズに対応するサービスを提供している｡

(4)信頼性･安全性･機密性の確保

システムの信頼性･安全性を最優先課題として,設備

面･システム面･運用面から十分な配慮を行うととも

に,厳重な機密管理を実施している｡また,ネットワー

クの集中監視による障害への迅速な対応やヘルプデスク

インタフェースを

重視したVAN

コスト
パフォーマンス

の高いVAN

アプリケーション

ソフトウェアを

重視したVAN

信頼性･安全性
機密性を高めた
VAN

一貫した
システム

サポート

一日立VAN一
日立グループの
総合力を結集

幅広いVANの

形態をサポート

多様なニーズに
こたえる

サービス内容

マルチメディア

統合VAN

全国･全世界を
網羅するVAN

図2 日立〉ANの特長 日立グループの総合力を結集し,多種

多様なサービスを提供している｡



高付加価値サービスを提供する日立VANの構成 593

により,きめ細かくユーザーの要求に対処している｡

(5)そ の他

このほか図2に示すように,CCITT(矧祭電信電話諮

問委員会),ISO(国際標準化機構)などの国際標準機関に

よる標準インタフェースや,各種業界が取r)まとめてい

る標準ビジネスプロトコルのサポートにより,オープン

なシステムを提供するとともに,データ･音声･ファク

シミリなど各種メディアを統合しコストパフォーマンス

の高いVANを実現している｡

2.2 日立VANの構成要素

日立VANは,図3に示すように基本的に四つの要素か

ら成る物的要素と,これらを基盤に,よ-)良いサービス

提供のための人的要素から成る｡

(1)物的要素

(a)電気通信設備および通信回線(ネットワークシス

テム)

(b)業務プログラムをはじめ各種ソフトウェアや端末

を含んだ情報処理設備(コンピュータシステム)

(c)前記二つの基幹システムを支える電気･空調など

の付帯設備と建屋

(d)これらを統合的に一元管理する綱管理システムと

それを基本とした運用管理システム

(2)人的要素

(a)遵朋･保守

24時間･365日サービスと,迅速な障害対応のための

運転要員および全国300か所以上の保守サービス拠点

による万全な保守体制

日立VANサービス

システム

コンサルテーション

運用･保守

ネットワーク

システム
コンピュータ
システム

付帯設備

図3 日立VANの構成要素 四つの基本的要素をベースに人

的要素が支える｡

(b)ユーザーの最適なシステム構築を支援するため常

業･システムエンジニア･技術者一体となったコンサ

ルテーション

次章以下に,これらのネットワーク構成,サービス概

要,運用･保守について説明する｡

8 ネットワーク構成

3.1論理ネットワーク構成

論理ネットワークの構成を図4に示す｡基本サービス

を提供するネットワーク,通信処理サービスを提供する

ネットワーク,および情報通信サービスを提供するネッ

トワークの3要素から成る｡

3.2 物理ネットワーク構成

物理ネットワークは,アクセスポイント,通信センタ,

VANセンタに設けられた各種通信機器･コンピュータ

日立VAN

基本サービス

専用線

ディジタル

アナログ

電話網

DDX/lNS

ア

ク

セ

ス

ポ

イ

ン

ト

専用線
ネットワーク

高速ディジタル

回線

アナログ回線

交換
ネットワーク

●パケット交換

●回線交換

通信処理サービス

●プロトコル

変換

●メディア

変換

情報通信サービス

●電子メール

●データ交換

ア

ク

セ

ス

一小

イ

ン

ト

日立VAN運用管理システム

専用線

ディジタル

アナログ

電話網

DDX/lNS

注:略語説明 DDX/lNS(Digita=〕ataExchange/lnformationNetwork

System)

図4 論理ネットワーク構成図 基本サービス･通信処理サ

ービス･情報通信サービスからネットワークを構成する｡
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などを多重化装置によって高速ディジタル回線で結ぶネ

ットワークにより実現している｡物理ネットワーク構成

を図5に示す｡

3.3 アクセスポイント

田内では各娯単位でアクセスポイントを設置するとと

もに,BT-NorthAmericaInc.などとの提携により世界

の主要都市間を接続する国際VANサービスを提供して

いる｡R立VANアクセスポイントを図6に示す｡

田 サービス概要

日立VANサービスは,各種ネットワークサービスおよ

びアプリケーションサービスを基本に,運用管理,ハー

ドウェア･ソフトウェアの提供,コンサルテーションか

らシステムインテグレーション指向の暴悪合サービスま

で,あらゆる分野のサービスをサポートしている｡詳細

なサービス内容については,この特集の別論文および代

表的な事例で述べる｡

8 運用･保守

5.1信頬性向上･安全対策･機密保護

日立VANの信頼性向上･安全対策･機密保護は,

ザ一ユ

ホ
ス
トコ
ン
ピ
ユ
～
タ

‥M

‥Yハ
BP

注:略語説明

通信センタ

VAN事業運営にかかわる基本課題として,早くから各種

施策を行ってきた｡第二種電気通信事業者としての技術

基準を満たすとともに,郵政省の｢情報通信ネットワー

クの安全･信頼性基準+に適合し登録されている｡情報

処理センターについては,通商産業省の｢情報サービス

業電子計算機システムナ安全対策実施事業所+の認定を受

けているほか,同省の｢電了･計算機システム安全対策基

準+および自治省大臣官房情報管理室から通達された｢電

子計算機処理を委託する場合におけるデータ保護取扱要

領+をすべて包含した各種規格を制定･施工して,管理

の徹底を図っている｡

設備面･運用面･システム面から見た具体策を図7に

示す｡

5.2 運用管理

ネットワークの信頼性･安全性を確保しているのが

図8に示す日立VAN通信センタである｡通信センタで

は,ネットワークの監視や管理だけでなく,24時間･365

R体制のヘルプデスクにより,サービスに関する各種問

い合わせや,VAN利用開始までの支援,各種障害時の切

り分け対応を行っている｡

今後ますますネットワークは多様化･複雑化･大規模

アクセスポイント

ユーザー

(データ系)

多重集配信装置

(パケット系)

M

中継交換機

パケット交換装置

(音声系)

理
ム

管テ【
用
ス

可
埋
シ

マ
ル
チ
メ
デ
ィ
ア

多

重

化

装
置

USD

VANセンタ

ホスト

コンピュータ

C

C

P

USn〕

マ
ル
チ
メ
デ
ィ
ア

多
重
化
装
置

多重集配信装置

パケット交換装置

PH

加入電話網

高速ディジタル回線

pBX(構内交換機),CCP(通信制御処理装置),M(変復調装置),DS〕(回線接続装置),HP(モデム付き多機能電話)

図5 物理ネットワーク構成図 高速ディジタル回線で,センタ～アクセスポイント間を接続している｡
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図6 日立VANアクセスポイント 日本全国･全世界を網羅している｡
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○

郡山

日立

閂オ太

○

盛岡

do

l設備面l

●バックアップ回線･う回路の完備,瞬断･停電対策

●二重化による負荷･危険分散

●センタのセキュリティ構造による災害･不法侵入など

信

lシステム面l

●階層的アクセス制御の採用による不正使用の防止

●利用状況監視による不正アクセスの防止
頼

性

安
全

性

●ネットワーク管理システムによる運転状況の把櫨

l運用面l
からの危険防止 ●自動運転システムによる運用ミスの防止
●ネットワーク集中監視システム 磯

密
●運用管理システムによるサービスの向上
●ネットワーク管理システムによる中央管理の強化

性 および障害時の迅速な対応

●複数センタ間での相互運用による負荷･危険分散

●コンピュータルームの入室管理

●機密保護にかかわる監査の実施

図7 信頼性向上･安全対策･機密保護の具体的施策 設備面･システム面･運用面から十分な配慮を行うとともに,厳重な機密管理

を実施している｡

化して,利用ユーザーの増加とともに公共怯も増してく く一子左である｡

る｡このため以下の機能により,高信頼性確保と高レベ (1)構成管理サブシステム

ルのサービスを実現しており,今後とも拡充を図ってい ユーザーごとの凹線接続経路や回線速度,プロトコル
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日立VAN通信センタ

EDlシステム
業務オンラインシステム

OS,DB/DCシステム

[≡
メール

ボックス ≡竺]
≧+

日立VAN運用管理システム
ネットワーク系システム

障害状況 構成管理

サブシステム

運用管王里DB

構成管理障害記録顧客情報
DB DB 管理DB

回線利用状況管理
ヒジ‾状況サブシステム

剛警護l一

資漕ぎ理 課金DB

コンピュータ系システム
｢共通系システム

ディスク容量し
障害履歴 システム常勤

;三::ノ1
資源利用 障害管‡里

状況管理 サブ ファクシミ

リ諾+円状況 サブシステム

lF

ダンプ情準 システム

う三≧j≒≡‡≒≦㌻三≧≧て≧≡l
障醐

『

0△□旨事故確歴

××XXXX

XX X XXX

状1更

集配信状ン兄

済み

未

ユーザー登壬責

ユーザー名
パスワード

/

顧客情報管理

サブシステム

課金情報管理

サブシステム

課金言丁正

××××××

日立VAN

ユーザー情報

×××XXX

XXXXXX

EDl

サービス半‡全情報

XXXXXX

XXXXXX

請求書

請求明細

引き
落とL
データ

注:略語説明 OS(OperatingSystem),DB/DC(Data白ase/DataCommu[ication),AP(App】icationProgram),DM(DirectMaiり

図8 日立〉AN運用管理システム概要図 緻(ち)密な運用管理による安定したサービスの提供を実現している｡

などの情報を管理し,障害発生時の影響範凶を迅速に把

推する｡これにより,事前アナウンスおよびう回連結を

行い,業務運用への影響を最小限にとどめる｡

(2)L叫線利用状況管理サブシステム

アクセスポイントの回線(加人電話回線,DDX-C凶暴軋

ISDN回線など)の利用状況をリアルタイムに把握して,

回線増設や利用の平滑化を行う｡

(3)資源利用状況管理サブシステム

VANセンタの各種資源め統計稼動情報を監視,分析し

てタイムリーな増設計画や最適化を行う｡

(4)障害管理サブシステム

(a)各種ログ情報やダンプ情報を遠隔診断可能とし

て,障害の切り分けや対策時間の短縮を図る｡

(b)オンライン稼動状況監視端末によってレスポンス

の丑化など,問題点の早期発見を行う｡

(C)障害の統計をデータベース化し,これより分析･

出力してサービスの向上を図る｡

(d)障害発生時,関連部署やユーザーへの連結(電話･

ファクシミリ･端末)を自動化する｡

(5)課金情報管理サブシステム
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(a)｢l立VAN各サービスの利用料金の計算を行う｡

(b)確定した利f朋斗余情報カ､ら請求データを作成した

り請求書発行を行う｡

(c)希望するユーザーに対して,課金明細情報の送付

をデータまたは帳票で行う｡

(6)顧客情報管理サブシステム

サービスに関するユーザーごとの各種情報を一元化し

てデータベース化し,ユーザー対応の迅速化,高度化を

図る｡

【司 おわりに

ISDNの本格的な普及の一方で,ダウンサイジング･

アウトソーシングなどといった企業を,取り巻く情報処理

環境は急激に変化している｡VANサービスもその発足当

初から変化,進展を繰り返してきたが,EDIの本格的な胎

動とともに,今再び新しい段階に入ろうとしている｡U

立VANも,この流れに遅れることなく,ユーザーに安心

して利用してもらえるネットワークをベースに,いっそ

う付加価値の高いサービスの提供を目指しユーザーニー

ズにこたえたい｡




